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　アイヌ民族の

伝承のなかには

星に関するもの

があります。ま

ず、生活の知恵

として、北極星

が動かない星で

あることは知られており、山で道に迷ったときや、海

に航海に出たときの位置確認に利用していました。北

極星はアイヌ語ではチヌカラクル（ci－私たちが nukar

－見る kur－お方）です。「kur－お方」という表現に、

アイヌの人々が星をどのようにとらえていたかがよく

わかります。さらに、秋になると空気が澄んでくるか

らでしょうか、星が近く見えると鮭の遡
そ

上
じょう

が始まると

判断したりもしていました。
　夜空で最も目立つのは天の川です。アイヌ語ではペッ
ノカ（pet－川 noka－形）といいますが、人々は、天
空（あの世）は地上の大地を反転するように形作られ
ていることから、天の川も地上の河川を写していると
考えていました。また、天の川の源流には亡くなった
人が行くところがあるとも信じられていました。和人
は亡くなったら天に帰るといいますが、天のどこかと
は聞いたことがありません。天の川にそのような場所
があるなら本当に行ってみたいと思います。
　アイヌ民族の祖先神にアエオイナカムイ（a－我々が 

e－それ/業績を oyna－伝承する kamuy－神様）とい
う神様がいますが、この神様は、人文神、文化神とい
われ、人間にあらゆる知識や技術を授けたということ

です。オイナという言葉は沙流川地域以外では神々の

物語のことも指し、オイナマッ（oyna－尊
とうと

ぶ mat－ 女

性）は尊い女性を意味します。アエオイナカムイは別
名アイヌラックル（aynu－アイヌ rak－らしい kur－お
方）とも呼ばれ、文字通り姿は人間であってもその能

力は神そのものということです。この神様は星から降

りてきたという伝

承があり、ノチウ

ペランクル（nociw

－ 星 pe－ 水 ran

－降りる kur－お

方）ともいいます。

peはおそらくpet=

川の短縮形だろうということで、星の川、つまり天の

川から降
こう

臨
りん

したことになります。旭川市内を流れる石

狩川に流入するオサラッペ川の河口付近にも星が落ち

てきてノチウという名の大岩になったという場所があ

ります。最近の科学者の研究では、地球に生命が生ま

れたとされる40億年ほど前、隕石が地球に降り注いだ

期間があり、当時地球上に存在した窒素や二酸化炭素

に高温、高圧の隕石が衝突することで生命には欠かせ
ないアミノ酸ができることが実験で確認されています。
ですから、人類の祖先が星からやってきたという伝説
も単なる架空の物語ではない可能性もあります。沙流
川地域では、アイヌラックルは雷に乗って現在の平取
町のハヨピラという高台（崩落の危険があるため現在
は立入り禁止）に降臨したことになっています。時系
列的には、アイヌラックルが人間に知恵を授ける前に、
モシリカラカムイ（mosir －国土 kar－創造する kamuy
－神様）という巨人が大地を造り、そのあと人間を創
りました。そのとき、モシリカラカムイが柳の枝を人体
の基本構造に採用したため、人間は年をとると腰が曲

がるのだそうです。
　アイヌラックルが、まず人間に教えたのは火を起こ
すことで、火起こしに使われたのはハルニレの木だそ

うです。先にも述べましたが、この神様は、雷ととも

に地上にやってきたとされます。雷がハルニレの木に
落ちたときに木が裂け、アイヌラックルがそこから生ま
れたとされることと、火起こしにハルニレが使われる

ことには深い意味があるのでしょう。
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